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20周年記念式典に登場した

「わら神さま」

今後の行動に注目!!
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■議案への賛否 ※議長（酒井圭治）は採決に加わりません

令和７年　第４回定例会報告令和７年　第４回定例会報告
　令和７年第４回定例会は、９月２日（火）から９月18日（木）に開催されました。審議された内容は、
次のとおりです。

第４回定例会議案

※議案等　第４回定例会16件については全員賛成です。

報告第６号
令和６年度財政健全化判断比率等の報告について
令和６年度健全化判断指標の状況健全性は確保されている 報告
承認第10号
令和７年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
特別職報酬等審議委員報酬14万円　行旅病人身元不明者死亡者扶助費18万円　第53回全国消防救助技術大会への出場に伴う旅費　13万1000円 承認
承認第11号
令和７年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
農作物渇水対策（水中ポンプや散水車など）に係る費用の2/3を補助　660万円 可決
議案第55号
職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
育児介護休業法において、育児と仕事の両立支援制度を利用できる労働者の勤務時間の要件が設けられていないことから、勤務時間の要件を削除する等 可決
議案第56号
一般職の職員の旅費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について
旅費の計算において実費弁償とするなどの「国家公務員等の旅費に関する法律」の改正をもとに、旅費条例の見直し 可決
議案第57号
町長等の給与及び旅費に関する条例の制定について
旅費条例の一部改正に関連し「特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例」の見直しにより、三役と議員を分けた条例とし、三役のみの新規条例を制定 可決
議案第58号
町税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法及び地方税法等の一部改正に伴い、町税条例の一部を改正 可決
議案第59号
町有償旅客自動車運送事業の実施及び運営に関する条例する条例の一部を改正する条例の制定について
令和７年10月１日から御陵地区、上志比地区でのデマンド型乗合タクシーを実施するにあたり、当該運賃を定める 可決
議案第60号
場外離着陸場設置条例の制定について
場外離着陸場について、産業と観光の振興を図るため、令和７年度中の本格運行に向けて条例および施行規則を制定 可決
議案第61号
令和７年度一般会計補正予算について
1億6415万2000円増額　松岡東幼児園　園庭拡張工事のため整備工事と土地購入746万2000円　農業者物価高騰対策支援補助金778万3000円　舗装箇所の工事請負費2898万1000円等 可決
議案第62号
令和７年度介護保険特別会計補正予算について
33万5000円増額　令和5年度介護保険事業費の精算による 可決
議案第63号
令和７年度土地開発事業特別会計補正予算について
848万6000円増額　宅地造成事業における一般会計借入金のR6年度分剰余金を規則に基づき償還し、永平寺口駅Ｐ＆Ｒ跡地宅地造成事業推進のため、宣伝広告および仲介手数料などにかかる事業費 可決
議案第64号
松岡総合運動公園 ナイター照明改修工事の請負契約締結について
契約金額 5974万9800円　株式会社豊島電工 松岡営業所 可決
議案第65号
永平寺緑の村ふれあいセンター空調改修工事の請負契約締結について
契約金額 1億1616万円　合同設備工業株式会社 松岡出張所・株式会社スカルトJV 可決
議案第66号
上志比文化会館ホール天井改修工事（建築）の請負変更契約締結について
変更前の契約金額 7639万5000円　変更後の契約金額 7972万8000円　変更増金額 333万3000円　清川建設株式会社 可決
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員法第６条第３項に基づき、候補者として法務局に推薦　南部　充洋 氏 適任
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永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会

一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

12名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

12名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

９月定例会

【 一 般 質 問：目次 】【 一 般 質 問：目次 】

一般質問という名の政策提案

一般質問議事録は
こちらから
←

９月定例会 一般質問
ＹｏｕＴｕｂｅ にアップ

一般質問動画

一般質問の様子を動画で見ることが出来ます。議会
の様子や議員の質問内容など、静かに白熱した様子
がうかがえます。皆さんの視聴を歓迎いたします。

中村勘太郎　12Ｐ 森山　　充　12Ｐ 松川　正樹　12Ｐ 齋藤　則男　13Ｐ 

長岡千惠子　13Ｐ 楠　　圭介　13Ｐ 清水　紀人　14Ｐ 清水　憲一　14Ｐ

川崎　直文　14Ｐ 上田　　誠　15Ｐ 金元　直栄　15Ｐ 滝波登喜男　15Ｐ

令和７年９月定例議会のケーブルテレビでの再放送日程は、11月14日(金）から１週
間ほど、毎日朝６時からの2時間と24時からの２時間、同一内容を放送致します。放
送内容は会議日程の順番に沿って毎日変わります。議会生中継をご覧になれなかった
方、興味のある方は是非ご覧ください。

えい坊
チャンネル
えい坊
チャンネル

福井ケーブルTV

９月議会 再放送日程

11月14日（金）～約１週間ほど

毎朝6：00～　夜24：00～
毎日放送

約2時間番組

土木技術者として県の土木部に
29年間勤めてきた中で、都市計
画課では、ハピライン（当時は
JR）福井駅周辺の鉄道高架化事
業や市街地再開発事業など、いわ
ゆる都市施設の整備が主な業務で
した。
その他、ダム建設も含め河川の計
画、整備、管理に関する業務にも
長く携わってきました。

都市計画業務の経験者
と聞くが、県における主
な業務

まちづくりは行政が行うハード整備
などだけではありません。一人一人
がごみを拾うことで「きれいなま
ち」づくりができ、一人一人が笑う
ことで「笑顔のまち」づくりができ
ます。
『えい住支援課』は永平寺町に永住
していただくための支援（応援）を
行う課です。
⇒『えい、えい、オー』の掛け声の
もと業務に励みますので、皆さんの
ご理解、ご協力をいただきながら、
共にまちづくりを進めていきましょ
う。

改めて意気込みなど、町民
に向けたメッセージ

町の「魅力」を知って
もらうため、情報発信
に努めます。
空き家、空き地の利活
用を促進するため、所
有者に寄り添った対応
に努めます。
移住定住希望者の相談
に対して、親切丁寧に
接することに努めま
す。

課の運営方針

永住支援の対象は主に二つあっ
て、一つはもともと住んでいる
方、もう一つは町外から移り住
む方になります。
前者については、主に若者が都
会への憧れなどから、この地を
離れることが多いのではと考え
ます。そういった若者にも、
「やっぱり地元がいい!!」と思っ
てもらえるように、地域の魅力
を高めること、郷土愛を育むこ
とが課題であると考えます。
後者は、移り住んでいただく前
提として、町の魅力を知っても
らうための方策が課題であると
考えます。

現段階で考える永住支
援の課題

長瀬 武英 課長

大野と同じ九頭竜川を中心とした
「自然豊か」なまちである上、県
都福井市の中心市街地へのアクセ
スが良く、広域移動の拠点となる
福井北I.C.に近いなど、他の市町
と比べて「地の利」があるまちと
いう印象です。
また、大野にも宝慶寺という曹洞
宗の寺院がありますが、町名のと
おり、自然の中に佇む大本山永平
寺の印象は特に強いです。

大野市に居住と聞くが、
他市町住民から見た永平
寺町の印象

えい住支援課
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９月定例会／12人の議員が質問しました。

◆その他の質問…子育て支援の町から子どもを核としたまちづくりへ。鳴鹿の山麓に現れた太陽光発電は住民の心配ごと。

一
般
質
問
議
事
録
は

こ
ち
ら
か
ら
←一般質問一般質問

問
　
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
謎
の
村
、
南
箕

輪
村
を
視
察
し
た
。
奇
跡
の
村
と
誇
っ
て
も
い

い
の
に
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
言
っ
て
い
る
。
当
時

の
村
長
さ
ん
が
村
を
子
育
て
日
本
一
の
村
に
す

る
決
意
を
し
、
全
国
に
宣
言
し
た
。
そ
の
実
現

に
ソ
フ
ト
政
策
は
無
尽
蔵
。
50
年
間
で
人
口
を

６
０
０
０
人
か
ら
１
万
６
０
０
０
人
に
増
や
し

た
。
住
環
境
も
群
を
抜
い
て
い
た
が
、
助
成
金

に
頼
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
「
マ
マ
の
た
め
の

湯
っ
た
り
タ
イ
ム
」
忙
し
い
お
母
さ
ん
方
が

ゆ
っ
た
り
と
お
風
呂
で
休
ん
で
も
ら
う
。
何
と

も
憎
い
サ
ー
ビ
ス
。
町
長
達
も
ぜ
ひ
視
察
し
て

欲
し
い
。
積
極
的
に
真
似
し
て
ほ
し
い
。
今
か

ら
で
も
人
口
増
加
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
永
平
寺
町
が
進
め
て
い
る
え
い
住
支

援
・
企
業
誘
致
・
規
制
緩
和
が
大
事
。
今
、
吉

野
地
区
で
計
画
し
て
い
る｡

東
古
市
の
９
地
画

に
も
期
待

で
き
る
。

最
大
の

キ
ー
は
企

業
誘
致
。

子
育
て
支

援
も
引
き

続
き
や
っ

て
い
く
。

松  

川

　正  

樹 

議
員

人口が増え続けている謎の村があった問 これからもえい住支援・企業誘致・規制緩和をすすめる答

◆その他の質問…商工観光課の移転の効果は。ミセス･オブ･ザ･イヤーの世界大会で賞に輝いた橋本様に学べ。保育士のお盆休み方は極端。上志比の公園整備に疑問。城東県営住宅跡地の住宅造成成功のために。松岡清水区宅地造成はお忘れですか。御像さんが寂しくなってしまった。

永平寺町役場　本庁永平寺町役場　本庁

上志比給食センター上志比給食センター

南箕輪村役場　地域づくり推進課（町村の取組）より南箕輪村役場　地域づくり推進課（町村の取組）より

問
　
合
併
に
伴
い
生
じ
た
課
題
に
つ
い
て
、
解

決
し
た
課
題
と
未
解
決
課
題
お
よ
び
合
併
後
生

じ
た
課
題
は
何
か
。
未
解
決
課
題
の
解
決
に
向

け
た
考
え
方
は
。

総
合
政
策
課
長
　
合
併
当
時
の
課
題
と
し
て
道

路
交
通
基
盤
の
強
化
が
あ
っ
た
。
永
平
寺
上
志

比
地
区
間
の
機
能
補
償
道
路
の
供
用
や
道
の
駅

禅
の
里
の
建
設
な
ど
着
実
に
進
め
て
き
た
。

　
未
解
決
課
題
と
し

て
は
町
営
住
宅
の
計

画
的
な
建
て
替
え
と

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
あ
る
。
前

者
は
新
設
か
ら
長
寿

命
化
に
方
針
が
変

わ
っ
た
こ
と
か
ら
実

施
を
せ
ず
、
後
者
は

現
在
も
検
討
案
件
と

し
て
進
行
中
。
総
合
振
興
計
画
を
基
本
と
し

て
、
必
要
な
施
策
を
進
め
な
が
ら
、
適
切
な
町

政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問
　
今
後
20
年
町
政
の
展
望
は
。

町
長
　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
通
信
技
術
な
ど
新

し
い
技
術
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
た
だ

そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
人
間

が
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
ば
か
り
で
は
人
の
繋
が
り
や
人
間
ら
し

く
生
き
る
と
い
っ
た
こ
と
が
厳
し
く
寂
し
い
世
の

中
に
な
る
の
で
、
住
民
同
士
が
つ
な
が
り
を
持
っ

て
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
を
し
っ
か
り
整
備
し
て

い
き
た
い
。

森

　山

　
　充 

議
員

合併時からの未解決課題は問 学校給食センターの整備答

問
　
来
年
の
年
明
け
早
々
に
は
、
町
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
最
も
大
事
な
改
選
と
な
る
が
、
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
で

あ
っ
た
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
少
子
高
齢
化
・

物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
山

積
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
町

民
の
皆
様
に
育
て
て
頂
い
た
経
験
や
知
識
、
実

績
で
し
っ
か
り
町
政
を
前
に
進
め
る
こ
と
が
私

の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
の
理

解
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
４
期
目
の
永
平

寺
町
の
運
営
を
担
わ
せ
て
頂
き
た
い
。

問
　
複
雑
な
こ
れ
か
ら
の
社
会
生
活
環
境
等
を

踏
ま
え
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
主
役
と

な
っ
て
、
感
動
を
め
ぐ
る
生
き
生
き
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
。

中 

村

　勘
太
郎 

議
員

次期河合町政運営について問 ４期目を目指したい答

◆その他の質問…終活プロジェクトの立ち上げは。

長 

岡

　千
惠
子 

議
員

移住者向け支援策の効果は問 良好な結果答

問
　
移
住
者
向
け
支
援
策
の
目
標
と
実
績
、
移

住
者
数
は
。

え
い
住
支
援
課
長
　
目
標
は
令
和
２
年
度
か
ら

６
年
度
の
５
年
間
で
７
０
０
人
。
実
績
は
８
７

５
人
。
内
訳
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
数
色
支
援
金

（
全
国
型
）
19
件
58
人
。(

東
京
圏)

５
件
10

人
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
補
助

金
11
件
。
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
29
件
43

人
。
29
才
以
下
結
婚
新
生
活
支
援
金
19
件
32

人
。
ス
マ
イ
ル
定
住
応
援
事
業
助
成
金
４
９
２

件
８
６
４
人
。
子
育
て
世
帯
住
ま
い
支
援
金
31

件
43
人
。
多
世
代
同
居
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
金
20

件
22
人
。

問
　
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
く
の
か
。

え
い
住
支
援
課
長
　
良
好
な
結
果
な
の
で
、
基

本
的
に
は
継
続
。
国
や
県
の
補
助
金
を
利
用
し

て
い
る
の
で
、
見
直
し
も
あ
る
。
移
住
者
の

ニ
ー
ズ
や
住
宅
情
勢
を
把
握
分
析
し
、
検
証
し

て
判
断
し
た
い
。

問
　
移
住
者
支
援
は
政
策
と
し
て
は
継
続
事
業

で
あ
る
が
、
支
援
を
受
け
る
の
は
一
過
性
で
あ

り
、
全
町
民
か
ら
は
不
公
平
感
が
あ
る
。
住
み

続
け
て
い
る
住
民
へ
手
厚
い
支
援
に
し
た
ほ
う

が
移
住
者
は
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
国
や
県
の
補

助
も
活
用
し
て
い

る
。
若
い
世
代
を
入

れ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
循
環
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

９月定例会／12人の議員が質問しました。

一
般
質
問
議
事
録
は

こ
ち
ら
か
ら
←一般質問一般質問

齋  

藤

　則  

男 

議
員

高齢者のための福祉施策を問 福祉機能を強化する取り組み答

問
　
老
人
問
題
は
、
老
人
だ
け
の
こ
と
で
は
な

い
。
老
人
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
老
人
で
な
く
、

誰
し
も
め
ぐ
る
運
命
。
名
ば
か
り
の
福
祉
で
な

く
、
今
一
度
発
想
を
転
換
し
、
高
齢
者
の
た
め

の
福
祉
対
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢

者
の
孤
独
感
・
疎
外
感
を
解
消
す
る
た
め
の
施

策
は
あ
る
の
か
。
世
代
間
の
垣
根
を
外
し
、
と

も
に
働
き
、
と
も
に
助
け
、
と
も
に
楽
し
む
地

域
社
会
の
建
設
を
す
る
た
め
の
施
策
が
あ
る
の

か
。
高
齢
者
の
中
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
が
下
手
な
人
、
苦
手
な
人
が
見
受
け
ら
れ

る
。
し
か
し
、
人
と
は
接
し
た
い
、
話
を
し
た

い
と
い
う
希
望
は
あ
る
。
こ
の
様
な
高
齢
者
が

い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
が
作
れ
な
い

か
、
空
き
家
や
空
き
室
を
利
用
し
た
カ
フ
ェ
的

な
場
所
は
で
き
な
い
か
。
何
時
で
も
好
き
な
時

に
利
用
で
き
る
場
所
、
一
日
を
ゆ
っ
た
り
過
ご

せ
る
場
所
、
井
戸
端
会
議
が
で
き
る
場
等
々
。

福
祉
保
健
課
長
　
新
た
な
出
会
い
や
発
見
を
通

じ
て
人
生
の
後
半
期
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
公
民
館
と
の
連
携
を
深

め
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
明
る
く
暮
ら
し

て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
幅
広
い
年
代
の
人
た
ち
が
利
用
で
き
る
場

所
と
し
て
「
憩
い
の
場
」
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」

等
々
の
計
画
を
。
単
な
る
点
と
し
て
の
整
備
で

は
な
く
、
将
来
は
周
辺
一
帯
を
考
慮
し
核
と
な

る
施
設
や
、
地
域
の
振
興
に
役
立
つ
整
備
を
望

む
。
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
実
施
設
計

を
す
る
の
か
。

町
長
　
旭
ヶ
丘
台
地
と
中
心
部
の
位
置
づ
け
を

し
っ
か
り
明
確
に
し
て
進
め
て
い
く
。

問
　
前
期
高
齢
者
の
方
は
高
齢
と
は
い
え
活
力

と
知
恵
を
持
つ
資
源
で
あ
り
、
そ
の
力
を
引
き

出
す
自
治
体
運
営
こ
そ
が
地
域
活
性
と
持
続
性

を
両
立
さ
せ
る
鍵
。
善
意
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
頼
ら
な
い
持
続
可
能
な
支
援
体
制
と
役
割

分
担
を
役
場
が
し
っ
か
り
統
率
を
取
っ
て
い
く

べ
き
で
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
高
齢
者
の
多
く
の
方
が
社
会

で
活
躍
す
る
時
代
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。

忙
し
い
人
ば
か
り
に
役
割
を
求
め
る
の
で
な

く
、
余
力
の
あ
る
人
が
働
き
な
が
ら
で
も
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
得
意
分
野
を
地
域
活
動

に
結
び
付
け
る
よ
う
な
新
し
い
考
え
方
の
導
入

が
必
要
。

町
長
　
70
歳
を
超
え
て
も
今
は
働
い
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い
る
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
若

い
方
も
少
な
い
。
地
域
課
題
解
決
へ
の
武
器
の

ひ
と
つ
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
の
最
新
技
術
を
近

隣
市
町
と
共
に
研
究
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
営
化
、
民
営
化
な
ど
様
々
な
角

度
か
ら
課

題
解
決
に

向
け
て
検

討
し
進
め

て
い
き
た

い
。

楠  

　
　圭  

介 
議
員

前期高齢者の活躍の場は問 新しい考え方の導入が必要答

移住者促進用施策チラシ移住者促進用施策チラシ

共生社会共生社会



1415

清  

水

　紀  

人 

議
員

９月定例会／12人の議員が質問しました。

財政健全化と永平寺町の舵取りは問 町運営と財政運営の考え方答

◆その他の質問…子育て支援の町から子どもを核としたまちづくりへ。鳴鹿の山麓に現れた太陽光発電は住民の心配ごと。

◆その他の質問…地域課題解決のため民間の力と町を盛り上げていく｡

問
　
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
が
出
た
。

今
後
、
財
政
力
指
数
を
踏
ま
え
ど
の
様
に
推
移

す
る
か
。

財
政
課
長
　
令
和
５
年
度
０
・
３
７
。
令
和
６

年
度
も
０
・
３
７
に
な
る
。
収
入
関
係
、
基
準

財
政
収
入
額
は
、
当
庁
試
算
で
人
口
減
少
な
ど

を
踏
ま
え
て
も
、
今
後
10
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
と

推
測
し
て
い
る
。
今
後
の
施
設
更
新
や
新
規
投

資
が
想
定
さ
れ
る
が
そ
の
財
源
と
す
る
た
め
、

合
併
後
か
ら
目
的
基
金
を
約
25
億
円
積
み
増
し

て
い
る
。
さ
ら
に
財
源
確
保
策
と
し
て
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
た
基
金
約
16
億
の
積
立
て
も

検
討
し
て
い
る
。

町
長
　
町
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
施
策
、
緩
や

か
に
人
口
減
少
を
さ
せ
て
い
く
計
画
に
基
づ
い

て
、
粛
々
と
事
業
と
施
策
を
進
め
て
い
る
。
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
大
型
の
公
共
施

設
の
建
設
と
い
う
の
は
、
私
の
中
で
は
な
い
。

た
だ
、
施
設
の
効
率
化
な
ど
、
人
手
不
足
に
よ

る
効
率
化
や
集
約
化
な
ど
、
経
費
を
ど
う
抑
え

て
い
く
か
は
し
っ

か
り
や
っ
て
く
。

も
う
一
つ
の
大
き

な
課
題
、
物
価
高

と
金
利
の
上
昇
が

あ
る
。
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
投
資
す

る
か
は
、
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。

一
般
質
問
議
事
録
は

こ
ち
ら
か
ら
←一般質問一般質問

問
　
猛
暑
化
に
お
け
る
プ
ー
ル
学
習
、
夏
休
み

期
間
中
の
プ
ー
ル
開
放
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校
に
お
け
る
プ
ー
ル
学

習
は
、
水
温
と
気
温
の
合
計
が
65
度
を
超
え
る

場
合
に
は
実
施
し
な
い
。
比
較
的
涼
し
い
時
間

帯
に
プ
ー
ル
授
業
を
行
う
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
。
今
夏
、
猛
暑
に
よ
り
中
止
し
た
と
い
う
報

告
は
な
い
。
中
学
校
に
お
け
る
プ
ー
ル
授
業
は

行
っ
て
い
な
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル
開

放
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
プ
ー
ル
開
放
を
望
む
声
が

多
か
っ
た
の
で
、
学
校
側
と
協
議
し
な
が
ら
町

内6

小
学
校
で
実
施
し
た
。
６
日
間
で
１
５
６

１
人
の
児
童
が
参
加
し
た
。

問
　
本
町
に
お
い
て
プ
ー
ル

施
設
の
寿
命
が
来
て
い
る
こ

と
か
ら
、
施
設
改
修
費
の
抑

制
、
先
生
の
働
き
方
改
革
、

年
中
学
習
で
き
る
点
か
ら
、

外
部
に
委
託
は
で
き
な
い

か
。
周
辺
自
治
体
に
お
い
て

は
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
が
。

学
校
教
育
課
長
　
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と

考
え
る
が
、
課
題
も
あ
る
た
め
、
学
校
、
保
護

者
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長
　
本
町
に
お
い
て
は
委
託
先
が
な
く
、
コ

ス
ト
面
か
ら
も
今
の
や
り
方
で
い
き
た
い
。

教
育
長
　
今
年
度
、
保
護
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
来
年
度
に
向
け
た
議
論
を
行
い
た

い
。

清  

水

　憲  

一 

議
員

小中学校のプール学習について問 今夏は工夫して実施した答

◆その他の質問…ストレスチェックの内容について。選挙投票所を減少させた結果の検証を。

◆その他の質問…農業生産の担い手の確保・育成について。

問
　
今
夏
、
渇
水
の
被
害
が
発
生
。
農
作
物
の

被
害
、
渇
水
対
策
事
業
の
補
助
申
請
の
状
況

は
。

農
林
課
長
　
収
穫
し
た
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
で
乳
白

米
と
胴
割
れ
の
状
況
が
み
ら
れ
る
。

　
渇
水
対
策
に
係
る
ポ
ン
プ
等
の
購
入
や
散
水

車
リ
ー
ス
、
燃
料
費
、
電
気
代
な
ど
の
費
用
の

３
分
の
２
を
支
援
す
る
。

　
９
月
８
日
現
在
で
申
請
件
数
が
５
件
、
申
請

額
が
35
万
９
千
円
。
申
請
は
年
内
。
土
地
改
良

区
を
除
い
た
概
算
見
込
み
は
１
５
０
万
円
。

問
　
渇
水
対
策
は
長
期
的
な
対
策
、
取
り
組
み

が
必
要
。

農
林
課
長
　
近
年
の
猛
暑
に
よ
り
農
業
生
産
物

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、

渇
水
の
状
況
が
来
年
以
降
も
続
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
　
　
　
　

　
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
や
農
業
用
排
水
路
の

基
盤
整
備
が
重
要
。
町
内
の
土
地
改
良
区
や
地

元
農
家
組
合
長
と

の
話
し
合
い
を
持

ち
、
県
と
も
協
議

し
環
境
整
備
に
取

り
組
む
。

川  

崎

　直  

文 

議
員

渇水対策の農業生産基盤の強化は問 パイプライン、農業用排水路の基盤整備に取り組む答

河川から給水ポンプで圃場へ送水 

９月定例会／12人の議員が質問しました。

◆その他の質問…増加する単身高齢者の対応は。

一
般
質
問
議
事
録
は

こ
ち
ら
か
ら
←一般質問一般質問

問
　
新
聞
に
介
護
保
険
持
続
危
機
感
97
％
と
、

全
国
自
治
体
調
査
結
果
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
本

町
の
回
答
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
と
て
も
危
機
感
が
あ
る
。

問
　
特
に
訪
問
介
護
は
国
の
報
酬
削
減
で
事
業

所
の
倒
産
、
廃
業
が
全
国
で
相
次
い
で
い
る
。

事
業
所
の
育
成
支
援
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
町
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
は

２
つ
に
な
っ
た
。
ど
こ
も
人
材
不
足
で
苦
慮
し

て
い
る
。
町
も
外
国
人
従
事
者
の
確
保
に
支
援

し
て
い
る
。

町
長
　
町
に
許
可
権
限
が
な
い
。
社
会
福
祉
法

人
化
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
い

く
。

義
務
教
育
の
無
償
化
へ
も
う
一
歩

問
　
小
・
中
生
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
修
学
旅
行

へ
の
支
援
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
修
学
旅
行
は
宿
泊
も
あ
り
、
児

童
生
徒
は
ほ
ぼ
参
加
。
経
済
的
理
由
の
子
や
保
護

者
に
は
適
切
な
支
援
を
行
う
。

荒
い
天
候
と
米
作
り

問
　
夏
の
渇
水
へ
の
早
い
対
応
に
は
感
謝
す
る
。

今
後
も
こ
の
渇
水
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
地
域
の
水
確
保
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

農
林
課
長
　
各
土
地
改
良
区
、
農
家
組
合
長
の
声

を
聞
き
、
今
後
の
計
画
を
練
り
た
い
。

問
　
こ
の
中
山
間
地
で
大
規
模
経
営
や
大
区
画
化

は
可
能
か
。

農
林
課
長
　
本
町
は
ほ
ぼ
中
山
間
地
で
、
国
や
県

の
言
う
メ
ガ
フ
ァ
ー
マ
は
む
ず
か
し
い
。

町
長
　
本
町
は
、
小
規
模
農
家
に
も
独
自
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

金  

元

　直  

栄 

議
員

訪問介護事業所の閉鎖が本町でも問 福祉事業の社会福祉法人化を考えたい答

問
　
報
道
で
不
登
校
生
は
41
万
人
超
。
理
由
に

は
こ
れ
ま
で
の
教
育
や
学
校
生
活
、
人
間
関
係

（
い
じ
め
含
）
に
し
ん
ど
さ
か
ら
の
漠
然
と
し

た
不
安
。
子
ど
も
（
不
登
校
生
）
の
居
場
所
が

必
要
。
国
は
不
登
校
特
例
校
を
36
か
ら
３
０
０

校
に
。
町
で
も
対
応
が
必
要
。

教
育
長
　
コ
ロ
ナ
禍
後
増
加
傾
向
だ
っ
た
が
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
学
び
の
保
証
、
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
や
適
応
指
導
教
室
等
で
対
応
。

問
　
対
応
策
に
県
と
連
携
（
広
域
的
）
し
て
不

登
校
特
例
校
（
学
び
の
多
様
化
学
校
）
を
検
討

し
て
は
。

町
長
　
町
単
独
の
運
営
は
困
難
。
連
携
で
の
話

に
は
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

戦
後
80
年
平
和
な
未
来
を
紡
ぐ
運
動
を

問
　
先
の
戦
争
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
２
０

０
０
万
人
超
、
沖
縄
で
悲
惨
な
地
上
戦
、
広

島
、
長
崎
の
原
爆
、
全
国
の
空
爆
で
３
１
０
万

人
超
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
現
状
か
ら
平
和
と
命

の
尊
さ
平
和
を
堅
持
し
戦
争
を
し
な
い
さ
せ
な

い
国
の
た
め
平
和
を
未
来
に
紡
ぐ
運
動
が
必

要
。

町
長
　
悲
惨
な
戦
争
を
知
り
平
和
を
一
人
一
人

が
意
識
し
考
え
る
こ
と
が
大
事
。

教
育
長
　
授
業
内
外
で
平
和
・
命
・
人
権
の
学

び
を
進
め
て
い
る
。

問
　
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
本
を
町
立
図
書

館
・
学
校
図
書
室
に
。

生
涯
学
習
課
長
　
図
書
館
協
議
会
・
学
校
図
書

主
任
に
図
り
対
応
す
る
。

上

　田

　
　誠 

議
員

子ども（不登校）の居場所確保を問 居場所の対応・設置をしている答

問
　
35
度
以
上
の
猛
暑
日
が
35
日
と
過
去
最
高

だ
っ
た
こ
の
夏
、
熱
中
症
対
策
は
万
全
だ
っ
た

か
。
先
進
地
で
は
全
て
の
高
齢
者
を
３
段
階
に

リ
ス
ク
評
価
し
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出

る
た
び
に
訪
問
す
る
な
ど
直
接
注
意
喚
起
し
て

い
る
。
本
町
の
対
策
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
気
象
状
況
を
見
な
が
ら
民
生

委
員
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
注

意
喚
起
し
て
い
る
。

町
長
　
全
部
を
管
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
見
守
り
や
脳
ト
レ
な
ど

で
き
な
い
か
検
討
中
。

物
価
高
騰
に
よ
る
住
民
生
活
の
影
響
は

問
　
物
価
高
騰
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
が

心
配
で
あ
る
。
家
計
に
占
め
る
食
費
の
割
合
を

示
す
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
発
表
さ
れ
た
。
福
井
市

は
27
・
７
％
で
全
国
14
位
、
過
去
最
高
値
だ
っ

た
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

が
送
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
町
民
の
生
活

実
情
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
生
活
応
援
券
の
状
況
を
見
る

と
８
月
末
で
換
金
率
46
％
。
そ
の
内
、
食
料
品

関
係
が
７
割
を
占
め
て
い
る
。

結
婚
支
援
の
充
実
を

問
　
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
坂

井
市
は
結
婚
応
援
都
市
宣
言
し
、
相
談
員
の
養

成
講
座
や
相
談
会
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

も
う
少
し
大
々
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
県
で
は
、
市
町
の
担
当
者
を

集
め
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組
ん
で
い

る
。 

永
平
寺
町
ら
し
い
方
法
を
考
え
て
い
く
。

滝 

波

　登
喜
男 
議
員

猛暑・酷暑の対策は問 タブレットを使って見守りを検討答
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議会活動レポートＨＰです。
議会のいろんな活動が
見られます。

　９月26日に円卓会議室において杉本達治福井県知事と我々永平寺町
議会議員との意見交換会が開催されました。開催はおよそ２年10ヶ月
ぶりです。
　はじめに知事からは北陸新幹線の敦賀以西延伸のことや原子力発電
廃棄物の処理方法など最近の県政の話題について、丁寧な説明をいた
だきました。その後に事前に提出していた質問意見について回答をい
ただき、他にその場でも質疑に応じていただきました。

　道路等のインフラ整備については、地元の熱意を高める必要があるとか既存設備を有効活用すべ
きとの意見をいただきました。また、県政における永平寺町の位置付けと期待することを尋ねたと
ころ、永平寺は福井の宝であること、大学等があり若者が集まりやすく若い力の活用を期待すると
のことでした。
　最近の県政の話題については我々の馴染みが薄く、また１時間ほどの滞在時間で十分なやりとり
ができたとは言い難い状況ですが、前回同様知事と直接対話出来る貴重な機会を得られました。

　９月26日に円卓会議室において杉本達治福井県知事と我々永平寺町
議会議員との意見交換会が開催されました。開催はおよそ２年10ヶ月
ぶりです。
　はじめに知事からは北陸新幹線の敦賀以西延伸のことや原子力発電
廃棄物の処理方法など最近の県政の話題について、丁寧な説明をいた
だきました。その後に事前に提出していた質問意見について回答をい
ただき、他にその場でも質疑に応じていただきました。

　道路等のインフラ整備については、地元の熱意を高める必要があるとか既存設備を有効活用すべ
きとの意見をいただきました。また、県政における永平寺町の位置付けと期待することを尋ねたと
ころ、永平寺は福井の宝であること、大学等があり若者が集まりやすく若い力の活用を期待すると
のことでした。
　最近の県政の話題については我々の馴染みが薄く、また１時間ほどの滞在時間で十分なやりとり
ができたとは言い難い状況ですが、前回同様知事と直接対話出来る貴重な機会を得られました。

12月２日（火）
開催予定 役場本庁舎3階までお上がりください。

エレベーターもございます。事前申込不要!

議場で傍聴できます。ぜひお越しください!

議会HP

次回定例会は

知事と意見交換会開催


